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※対象港湾数・・・今回調査総数１４６港より、対応不要の港湾数を除いたもの

※対応不要・・・施設がない、手続きがない、複合様式の採用、業務委託等

○採用率（採用予定含む）

25% 19%       23%      33%       15%       24%       30%      11%   12%       11%       12%       10%      14%        15%



（平成２０年４月現在）

特定重要港湾 重要港湾 地方港湾

（２３）

室蘭、苫小牧、仙台塩釜、千葉、東京、川崎、
横浜、新潟、伏木富山、清水、名古屋、四日
市、大阪、堺泉北、神戸、姫路、和歌山下津、
水島、広島、徳山下松、下関、北九州、博多

（８４）

函館、小樽、釧路、留萌、稚内、十勝、石狩湾
新、紋別、網走、根室、青森、八戸、宮古、釜
石、大船渡、石巻、秋田、船川、能代、酒田、
小名浜、相馬、鹿島、日立、常陸那珂、木更
津、横須賀、直江津、七尾、金沢、敦賀、田子
の浦、御前崎、衣浦、三河、尾鷲、津松坂、舞
鶴、阪南、尼崎西宮芦屋、東播磨、境、浜田、
宇野、尾道糸崎、呉、福山、宇部、岩国、三田
尻中関、徳島小松島、橘、高松、坂出、今治、
松山、新居浜、宇和島、三島川之江、高知、
須崎、苅田、三池、唐津、伊万里、長崎、佐世
保、厳原、三角、八代、熊本、大分、津久見、
佐伯、細島、油津、鹿児島、志布志、川内、那
覇、平良、石垣、金武湾、中城湾

（２１）

むつ小川原、久慈、大洗、両津、小木、日高、
鳥取、西郷、三隅、岡山、小野田、東予、宿毛
湾、福江、郷ノ浦、別府、中津、宮崎、名瀬、
西之表、運天

（１８）

気仙沼、柏崎、福井、内浦、宮津、相生、新宮、
竹原、土生、平生、萩、詫間、丸亀、松島、松
浦、水俣、佐賀関、喜入

青枠：港湾法上の特定重要港湾、
重要港湾、地方港湾のうち、
関税法上開港となっている港

１２５港

各統一モデル様式に対する各港対応状況一覧（資料２）各統一モデル様式に対する各港対応状況一覧（資料２）各統一モデル様式に対する各港対応状況一覧（資料２）

（注１）□囲みは採用未定の様式がある港湾、赤書きは不採用の様式がある港湾。

（注２）その他の港湾については、全ての様式について採用済、採用予定又は対応不要の回答を得ている港湾。


